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平
成
27
年
度
花
の
台
町
内
会
総
会
が
５

月
10
日
（
日
）
午
前
Ｊ
Ａ
セ
レ
サ
川
崎
・

宮
崎
支
店
大
会
議
室
に
て
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
出
席
者
は
役
員
、
班
長
計
約
80
名
。

新
総
務
部
長
の
桂
田
實
氏
の
進
行
で
長
谷

川
大
二
会
長
挨
拶
（
別
掲
）
の
後
、
議
長

に
斉
藤
季
寿
氏
，
書
記
に
菅
谷
雅
生
氏
を

選
出
、
指
名
し
会
則
に
則
り
大
会
の
成
立

（
出
席
者
・
委
任
状
数
等
）
を
確
認
し
、

議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

先
ず
、
各
担
当
部
長
に
よ
る
「
平
成
26
年

27
年
度
に
あ
た
っ
て

花
の
台
町
内
会
会
長

長
谷
川
大
二

度
事
業
活
動
報
告
」
、
会
計
金
沢
征
夫
氏
の

「
収
支
決
算
報
告
、
資
産
及
び
備
品
説
明
」

監
事
塚
本
利
夫
氏
の
「
会
計
監
査
報
告
」

が
審
議
さ
れ
、
こ
れ
ら
三
議
案
は
一
括
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
「
新
年
度
事
業
計
画(

案
）
」
、
「
同

収
支
予
算
（
案
）
」
が
審
議
さ
れ
、
原
案
通

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

新
年
度
収
入
は
約
１
４
１
０
万
円
、
支
出

は
約
１
４
５
０
万
円
余
と
な
る
予
定
。

こ
の
あ
と
「
会
則
の
改
正(

案
）
」「
役
員

の
変
更(

案
）
」
が
審
議
さ
れ
何
れ
も
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
議
の
後
、
新
役
員
の
紹
介
、
退
任

役
員
へ
感
謝
状
、
模
範
的
青
少
年
の
表
彰

状
贈
呈
が
会
長
よ
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
20

人
の
訃
報
が
町
内
会
に
届
き
ま

し
た
。

で
し
ょ
う
。
盆
踊
り
の
会
場
警
備
や
ゴ
ミ

拾
い
、
防
災
訓
練
の
各
コ
ー
ナ
ー
誘
導
、

運
動
会
の
道
具
運
び
や
場
内
整
備
、
お
神

輿
巡
行
の
際
は
交
通
整
理
。
こ
の
新
聞
の

編
集
や
町
内
下
記
ポ
ス
タ
ー
や
回
覧
板
の

見
出
し
割
り
付
け
。
あ
る
い
は
読
ま
せ
る
、

見
せ
る
工
夫
。
町
内
危
険
個
所
の
マ
ッ
プ

作
り
や
町
の
話
題
取
材
な
ど
。
デ
ジ
カ
メ

や
パ
ソ
コ
ン
が
得
意
な
方
に
は
町
内
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
頼
み
た
く
思
い
ま

す
。町

で
顔
見
知
り
と
す
れ
違
い
、
と
も
に

暮
ら
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
非
常
時
の
助

け
合
い
、
歩
行
困
難
な
方
の
支
援
。
み
ん

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
で
き
る
こ
と
だ

け
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町
内
会
の
事
務
所
に
は
火
曜
日
と
金
曜
日

の
午
前
中
、
会
長
以
下
役
員
が
詰
め
て
い

ま
す
。
お
茶
は
出
ま
せ
ん
が
、
た
ま
に
は

お
出
か
け
下
さ
い
。

尻
手
黒
川
道
路(

旧
軍
用
道
路
で
宮
﨑
中
学

校
周
辺
に
は
昭
和
18
年
頃
、
旧
陸
軍
62
部

隊
が
駐
屯
し
、
兵
隊
さ
ん
た
ち
が
國
學
院
大

學
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
校
舎
跡
に
あ
っ
た
射
撃
訓

練
場
に
通
っ
た
道
と
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
）

を
越
え,

大
山
街
道
に
お
け
る
険
し
い
坂
道

の
一
つ
と
も
言
わ
れ
る
小
台
坂
を
上
が
り
ま

す
。
当
時
は
10
軒
ば
か
り
の
店
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
上
が
り
き
っ
た
所
に
桜
の
名
所
と

し
て
有
名
な
小
台
公
園
で
一
息
つ
き
、
そ
の

先
に
進
む
と
左
側
の
草
む
ら
の
中
に
高
山
の

四
等
三
角
点
（
川
崎
市
内
に
は
33
の
三
角
点

が
あ
り
ま
す
）
が
あ
り
ま
す
。
鷺
沼
駅
前
交

差
点
か
ら
み
ず
ほ
銀
行
の
脇
か
ら
八
幡
坂
を

下
り
ま
す
。
途
中
に
エ
ガ
レ
ッ
タ
白
楽
と
云

う
マ
ン
シ
ョ
ン
が
左
側
に
建
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
、
街
道
の
馬
医
者
（
伯
楽
）
が
開

業
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
の
馬
医
者
は
有

名
で
、
馬
患
者
は
厚
木
や
八
王
子
か
ら
や
っ

て
来
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
町
田
へ
往
診

に
行
っ
た
り
、
皇
族
方
の
馬
の
往
診
の
た
め

刀
を
二
本
差
し
て
行
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

27
年
度
の
町
内
会
総
会
も
終
了
し
、
事

業
計
画
と
予
算
が
決
定
さ
れ
、
平
成
27
年

度
の
町
内
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私
も
町

会
長
6
年
目
を
迎
え
、
疲
れ
も
見
え
て
き

ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
1
年
を
全
う
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
町
会
会

員
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
が
必
要

で
、
会
へ
の
積
極
的
ご
参
加
を
望
む
次
第

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
町
内
会
へ

の
加
入
は
町
内
会
の
情
報
伝
達
の
不
達
率

が
高
い
こ
と
も
あ
り
、
横
ば
い
も
し
く
は

低
下
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
宮
前
区
あ
る
い
は
川
崎
市
全

体
の
町
内
会
に
も
言
え
る
こ
と
で
、
昨
年

度
は
市
議
会
で
町
内
会
支
援
の
条
例
が
可

決
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
り
ま
す
。
と
は
申
せ
、

情
報
の
伝
達
は
大
変
難
儀
な
こ
と
で
、
目

を
引
く
算
段
や
伝
達
内
容
の
検
討
等
に
も

皆
様
の
お
力
を
お
貸
し
い
た
だ
き
た
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
花
の
台
一
帯
の
人
口

は
約
2
万
人
、
世
帯
数
に
し
て
概
ね
9
千

世
帯
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
良
好
な
住
宅
地

に
終
の
棲
家
を
お
求
め
に
な
っ
た
方
々
、

顔
が
見
え
る
町
に
な
っ
た
ら
よ
い
と
思
い

ま
せ
ん
か
？
子
供
の
う
ち
か
ら
そ
れ
に
馴

染
み
、
年
老
い
て
そ
れ
に
ゆ
だ
ね
る
。
町

内
会
は
み
な
さ
ま
の
お
手
伝
い
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

活
動
は
「
ブ
カ
ツ
」
か
ら
。
町
内
会
が

支
援
し
て
い
る
部
は
老
人
会
子
ど
も
会
は

じ
め
各
種
ス
ポ
ー
ツ
や
囲
碁
同
好
会
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
子
ど
も
会
の

花
の
台
フ
ラ
ワ
ー
ズ
、
花
の
台
ウ
ィ
ン
グ

ス
。
大
人
は
青
壮
年
（
老
年
）
の
野
球
、

ソ
フ
ト
。
社
交
ダ
ン
ス
も
ど
う
ぞ
。
自
分

で
プ
レ
イ
す
る
ほ
か
、
チ
ー
ム
の
運
営
、

コ
ー
チ
、
玉
拾
い
も
あ
り
で
す
。

町
内
会
の
行
事
の
お
手
伝
い
は
い
か
が

町
内
会
総
会

あ
ん
な
話こ

ん
な
話

ち
ょ
っ
と

い
い
は
な
し

宮
前
区
内
の
大
山
街
道
は
、
歴
史
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
見
る
と
、
北
東
方
面
か
ら
南
西
方
面

に
斜
め
に
通
っ
て
い
ま
す
。
正
式
名
は
矢
倉

沢
往
還
と
言
っ
て
江
戸
時
代
に
整
備
さ
れ
た

街
道
で
江
戸
城
の
赤
坂
御
門
を
起
点
に
し

て
、
大
山
の
麓
の
伊
勢
原
を
通
り
足
柄
峠
（
矢

倉
沢
）
を
経
て
沼
津
に
至
る
街
道
で
、
大
山

へ
の
参
詣
道
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
大
山
街

道
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

東
海
道
の
脇
往
還
と
し
て
も
機
能
し
て
い
ま

し
た
。

当
時
、
大
山
へ
向
か
う
道
は
、
22
～
23
本

あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
青
山
通
り
と
称

し
、
私
た
ち
の
町
中
を
通
っ
て
い
ま
す
。

宝
暦
年
間(

１
７
５
１
～
６
３
）
か
ら
大
山

詣
り
は
最
盛
期
と
な
り
、
年
間
20
万
人
余
り

の
参
詣
者
が
通
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
山

開
き
は
、
毎
年
７
月
26
日
か
ら
８
月
27
日

の
わ
ず
か
一
ヶ
月
間
で
す
か
ら
、
街
道
の
賑

わ
い
ぶ
り
は
相
当
な
も
の
で
し
た
。

江
戸
を
出
発
し
て
，
二
子
宿
・
溝
口
宿
を

通
り
女
性
は
荏
田
宿
に
泊
ま
り
、
男
性
は
長

津
田
宿
ま
で
歩
い
て
行
っ
た
そ
う
で
す
。
従

っ
て
、
私
た
ち
の
大
山
街
道
に
そ
の
遺
構
は

残
っ
て
い
ま
せ
ん
が,

敢
え
て
そ
の
ル
ー
ト

か
ら
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

梶
が
谷
駅
付
近
か
ら
宮
崎
団
地
交
差
点

（
こ
の
付
近
に
今
秋
開
業
予
定
の

J
A

セ
レ

サ
川
崎
が
経
営
す
る
セ
レ
サ
モ
ス
宮
前
店
が

建
築
中
）
か
ら
庚
申
坂
（
大
山
詣
り
の
人
た

ち
が
こ
の
坂
の
近
く
に
あ
っ
た
庚
申
堂
に
道

中
に
立
ち
寄
り
、
安
全
を
祈
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
）
を
下
り
、
宮
崎
台
駅
の
裏
を
通

り,

花
の
台
地
区
か
ら
八
幡
坂
を
下
り
ま
す
。

宮
前
平
駅
前
に
は
八
幡
神
社
が
あ
り
、
こ
こ

に
は
庚
申
塔
型
の
大
山
道
標
が
置
か
れ
て
い

ま
す
。
往
時
の
面
影
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

国
道
２
４
６
号
に
出
る
と
少
し
先
に
阿

弥
陀
堂
が
現
在
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
有
馬

川
の
流
れ
が
目
に
入
り
ま
す
。
同
川
の
源
流

域
は
鷺
沼
４
丁
目
に
所
在
す
る
日
本
精
工
グ

ラ
ン
ド
内
の
湧
水
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
鷺

沼
２
丁
目
交
差
点
を
渡
る
と
左
側
に
八
百
国

商
店
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
が
目
に
入
り
ま

す
。
こ
こ
に
は
、
同
商
店
経
営
の
立
場
茶
屋

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
先
に
は
、
持
田

春
吉
氏
（
川
崎
考
古
学
研
究
所
長
）
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
た
大
山
街
道
の
説
明
板
（
当
時

の
大
山
街
道
の
賑
わ
い
ぶ
り
が
細
か
く
記
さ

『
わ
が
ま
ち
の
大
山
街
道
』

宮
前
区
観
光
協
会
理
事

三
谷
益
己
氏

私
た
ち
が
こ
の
土
地
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一

部
の
人
た
ち
を
除
い
て
ご
く
最
近
の
こ
と
。
殆
ど
が
田

園
都
市
線
開
通
後
の
住
民
、
い
わ
ば
新
住
民
で
す
。
そ

こ
で
長
谷
川
会
長
の
永
年
の
知
己
で
土
地
の
歴
史
に

お
詳
し
い
三
谷
益
己
氏
に
総
会
当
日
、
ご
講
演
を
お
願

い
致
し
ま
し
た
。
下
記
は
ご
講
演
後
特
に
お
願
い
し
て

ご
寄
稿
頂
い
た
も
の
で
す
。
（
広
報
部
）

れ
て
い
ま
す
）
と,

笠
付
き
角
造
り
の
馬
頭
観

音
堂

(

写
真
掲
載)

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

上
が
る
と
、
南
東
方
向
に
大
山
街
道
を
進
み
、

そ
の
斜
め
に
街
道
に
接
し
て
一
軒
の
家
が
建

っ
て
い
ま
す
。
当
時
の
雰
囲
気
を
感
じ
ま
す
。

有
馬
さ
く
ら
公
園
前
か
ら
進
む
と
尾
根
道

（
峯
道
）
に
入
り
、
皆
川
園
（
造
園
）
が
や

っ
て
い
た
立
場
茶
屋
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
こ
は
横
浜
市
都
筑
区
に
な
り
ま
す
。

遺
構
と
し
て
際
立
っ
た
も
の
は
残
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
わ
が
ま
ち
の
大
山
街
道
を
歩

く
た
め
目
印
を
記
し
ま
し
た
の
で
、
宮
前
区

発
行
の
歴
史
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

注:
(

会
場
に

て
配
布)

を
片
手
に
歩
い
て
見
て
く
だ
さ
い
。

来
年
は
、
大
山
街
道
の
起
点
で
あ
る
赤
坂

御
門
を
出
発
し
、
全
８
回
で
大
山
山
頂
（
上

社
）
ま
で
の
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
久
し
ぶ

り
に
開
催
し
ま
す
の
で
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

ご講演中の三谷氏

総会風景

総会で挨拶する

長谷川会長

笠
付
き
角
造
り
の
馬
頭
観
音
堂

あ
ん
な
話

こ
ん
な
話

ち
ょ
っ
と

い
い
は
な
し

募
集
中

町
内
会
館
ま
で



氏　　名 電話番号
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副　会　長 ☆ 中澤喜三矩 ８５３－０７３８

副　会　長 新井　紀元 ８５５－０５７７
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氏　　名 電話番号 氏　　名 電話番号
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防犯部長 一色　瑛二 ８８８－６４５３ 塚本　利男 ８７７－２８６０

防災部長 斎藤　　堯 ８５３－１２６２ 金澤　征夫 ８５４－６５９８

美化部長 猪爪　　豊 ８６１－５０５３ 増田　美和 ８７０－８５４３

広報部長 小口　直弘 ８８８－２０１８ 鈴木　俊夫 ８５５－０８８６

体育指導部長 ☆ 北野　隆生 ８５３－２６５６ 名古屋慎吾 ８７７－３０４５

青少年指導部長 野島　秀行 ８６５－６４９７ 増本　謙太 ８５２－１４２７

女性部長 空　　　席

交通部長 新井　紀元 ８５５－０５７７

福祉部長 ☆ 安藤　和男 ８７７－３００４

青壮年部長

花の台ｸﾗﾌﾞ会長

自主防災組織長代行

☆の方は、会長補佐の役職も兼ねています。

宮前平二丁目８．９．１０．１１．１２．１３．１６．１７．１８．１９．２０

宮崎五丁目１．１４　宮崎六丁目１

宮前平二丁目１．２．３．４．５．６．７．１５

役　　職 役　　職

監　　事

監　　事

会　　計

子ども会会長

第９地区

第１０地区

第１１地区

宮崎一丁目７．８．９．１０．１３の一部

宮崎一丁目３．４．５．６．１１．１２．１３の一部

宮崎二丁目１０．１１．１２．１３

第６地区

第７地区

第８地区

宮前平一丁目１．２．3の一部．９

宮前平一丁目４．５．６．７．８．９の一部.１０

宮崎二丁目３．４．５．６．７．８．９　宮崎三丁目１３

第３地区

第４地区

第５地区

宮前平三丁目２．３．４．５．６．１２．１３．１４

宮前平三丁目１．７．８．９．１０．１１

第１地区

第２地区

平成2７年度　花の台町内会役員名簿

役　　職 担　当　地　区

民生・児童委員、交通安全母の会会員、防犯連絡協議会会員、自主防災組織、美化推進委員、路上違反

広告物除却推進協力員、廃棄物減量指導員、区社会福祉協議会、スポーツ推進委員、青少年指導員、婦

人消防隊、防災推進員,小中学校教育推進会議委員の方々も活躍されております。

自
主
防
災
組
織
長
代
行
に

就
任
さ
れ
た

増
本

謙
太

氏

第
９
地
区
担
当
副
会
長
に

就
任
さ
れ
た

谷
村

幸
愛

氏

(7)              花の台（花の台町内会広報紙）第 44号            花の台（花の台町内会広報紙）第 45号                (2)

平
成
26
年
度
末
で
退
任
の
田
邊
国
治
副

会
長
、
押
山
二
男
総
務
部
長
の
お
二
方
に

感
謝
状
を
会
長
よ
り
差
し
上
げ
ま
し
た
。

お
二
人
共
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、
町
内
会
の

表
彰
状
の
贈
呈
で
は
田
島
樹
春
さ
ん

（
宮
前
平
中
学
校
）
と
中
田
拓
未
さ
ん
（
宮

前
平
小
学
校
）
の
お
二
人
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

受
賞
理
由
は
田
島
樹
春
さ
ん
「
絵
画
な
ど

の
作
品
づ
く
り
に
意
欲
的
に
取
り
組
み
、

昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
宮
前
区
青
少
年

作
品
展
で
、
ち
ぎ
り
絵
で
東
京
新
聞
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
区
こ
ど
も

会
連
合
会
の
作
品
展
に
も
出
展
し
て
い
ま

す
。
毎
年
作
品
展
に
出
展
し
、
そ
の
素
晴

ら
し
い
作
品
は
高
い
評
価
を
得
て
お
り
ま

す
。中

田
拓
未
さ
ん
「
子
ど
も
会
の
各
行
事

欲
的
に
参
加
し
、
さ
ら
に
行
事
の
手
伝
い

に
と
て
も
頑
張
り
ま
し
た
。
特
に
ラ
ジ
オ

体
操
は
毎
日
休
む
こ
と
な
く
参
加
し
、
最

後
ま
で
手
伝
い
も
し
て
く
れ
た
お
か
げ

で
、
全
体
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」

お
二
人
共
よ
か
っ
た
で
す
ね
！
受
賞
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
二
人
共
、
第
64
回
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
で
模
範
的
青
少
年
と
し
て
表
彰

を
受
け
て
い
ま
す
。

役
員
の
変
更

役
員
の
変
更
は
次
の
通
り
で
す
。
副
会
長

（
第
九
地
区
担
当
）
は
田
邊
国
治
氏
の
辞

任
に
伴
い
後
任
に
谷
村
幸
愛
氏
が
就
任
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
総
務
部
長
は
押
山
ニ
男

氏
が
辞
任
さ
れ
た
後
任
に
桂
田
實
（
現
防

犯
部
長
）
氏
が
、
そ
の
後
任
の
防
犯
部
長

に
は
一
色
瑛
二
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
新
た
に
自
主
防
災
組
織
長
代
行

に
増
本
謙
太
氏
が
指
名
就
任
さ
れ
ま
し

た
。

今
回
の
会
則
改
正
で
新
設
さ
れ
た
会
長
補

佐
に
中
澤
喜
三
矩
氏
，
桂
田
實
、
菅
谷
雅

生
、
斉
藤
博
，
小
口
直
弘
，
北
野
隆
生
、

安
藤
和
男
の
七
氏
が
現
職
の
ま
ま
重
任
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

健
全
な
青
少
年
を

表
彰

退
任
役
員
に感

謝
状
の
贈
呈

多
岐
に
わ
た
る
仕
事
を
横
断
的
に
こ
な
し

て
や
っ
て
頂
い
た
こ
と
、
み
な
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

花の台町内会 クラブ活動・活動団体

連絡先…部長 渡辺緑
☎ ８５４－２５９０

花の台ダンス部
（社交ダンス）

ママさんソフトボール部
（ソフトボール）

活動場所…宮前平小学校

活動日…毎週土曜日 12 時～14 時

連絡先…藤 井（☎ 855-0121）

名古屋（☎ 877-2661）

お問合せ・入部申し込みは

部長 鈴木 ☎ 855-0886

総務 押山 ☎ 866-5570

スカイフラワーズ
（青壮年ソフトボール）

ホームページ
http://h-wings.sakura.ne.jp

ウイングス
（少女ソフトボール）

連絡先…部長兼監督 酒井
℡ ０８０－４８１７－０２４７

スターフラワーズ
（青壮年野球）

フラワーズ
（少年野球）

連絡先 北澤秀樹
(Mail)  

p_kitazawa@hananodaiflowers.com

（第７号議案）



  

熱心に討議される参加者

集会は５月 30 日朝、宮崎台小学校図書室で開かれ長谷川組

織長、増本謙太組織長代行の挨拶で始まり、DVD「避難所の

開設・運営」「災害時要援護者の支援」「お年寄りの応急手当」

の放映、続いて川崎市の「自主防災の手引き」「ペットの災

害対策」について長谷川組織長から説明があり、最後は校内

略図を手に避難所はどこか？ペットの避難所は？などと確

認して終了しました。当日の参加者はマンションの防災担当

理事の方、町内会の班長さん、お子様を連れたファミリーの

方々など約 20 名弱でした。

花の台自主防災組織は今後も引き続きこの種の催しを企画

します。皆様の是非のご参加をおすすめ致します。万一の時

の減災のため、みなで知恵を出し合いましょう。

各区から多くの団体が参加し、開会式が開かれました。 清掃後、野本宮前区長と一緒に

我らの少年野球チーム「花の台フラワーズ」メンバー30名も監督、コーチ,父兄と共に参加してくれました。

有難いことです。当日は天候もそれほど暑くなく、ひと汗かいた後は気分爽快でした。

今回参加しなかった方、よろしかったら次回は是非ご参加ください。

青い空と周りのみどりの間を流れる多摩川！そこに身を置くだけで気分は最高！

多摩川は待っています。

新 旧

会長、筆頭副会長（削除）及び監事は総会において選

出する。

会長、筆頭副会長及び監事は総会において選出する。

②
会長補佐、副会長、部長及び会計と自主防災組織長代

行は会長の指名による。

副会長、部長及び会計は会長の指名による。

③

組織長は、それぞれの組織が選出したものを会長が指

名する。

但し自主防災組織長は会長が兼務する。

組織長は、それぞれの組織が選出したものを会長が指

名する。

（役員の職務） 第9条 ③
会長補佐は会長を補佐し、会長に事故あるときは会長

職務を代行する。

筆頭副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは会

長職務を代行する。

班長・副部長・本部付き班長 班　長・委　員

部長並びに組織長は、部等の運営を補佐する副部長

を、自主防災組織においては本部付き班長をその部等

におくことができる。

部長並びに組織長は、部等の運営を補佐する委員を、

その部等におくことができる。

②
部長並びに組織長は、副部長・本部付き班長の氏名と

役割を毎年報告する。

部長並びに組織長は、委員の氏名と役割を毎年報告す

る。

役　       　員

（選出の方法） 第8条

花の台町内会　会則新旧対照表　　　（第3章 機　関）

地区及び事業部等

（地区及び事業部等）

この会は第5条の事業目的達成のために、総務・防

犯・防災・美化・広報・女性・交通・福祉・体育指

導・青少年指導の10部と、地域組織として子ども会・

青壮年部・花の台クラブ（高齢者の会）・自主防災組

織を設置する。

この会は第5条の事業目的達成のために、総務・防

犯・防災・美化・広報・女性・交通・福祉・体育指

導・青少年指導の10部と、地域組織として子ども会・

青壮年部・花の台クラブ（高齢者の会）を設置する。
②第6条

この会に次の役員をおく。

会長1名　副会長11名　会長補佐（役員の兼務）若干

名　自主防災組織長代行1名　部長10名　監事2名

会計2名　組織長４名（青壮年部長・花の台クラブ会

長・子ども会会長・自主防災組織長）

この会に次の役員をおく。

会長1名　筆頭副会長1名（副会長兼務）　副会長11

名　部長10名　監事2名　会計2名　組織長3名（青

壮年部長・花の台クラブ会長・子ども会会長）

　

（役職と員数）
第7条

（委員） 第13条

第1節

第2節

第4節　

(3)              花の台（花の台町内会広報紙）第 45号           花の台（花の台町内会広報紙）第 45号               (6)

平成 26 年 7 月 26 日・27 日

第２号議案 平成 26 年度 収支決算報告

第３号議案 平成 26 年度 会計監査報告

第４号議案 平成 27 年度 事業（活動）計画

第５号議案 平成 27 年度 予算

第６号議案 会則の改訂

第７号議案 役員の変更

川崎市多摩川美化活動は今年で第 37 回目。河川敷をきれいにし、

「みんなの憩いの場所に！」と６月７日（日）朝９時から市民有志が

多摩川河川敷に集合して行われました。河川敷の空きカン、空きビン、

紙くずの収集です

私たち花の台町内会も地域にポスター、回覧などでこの活動へ参加を

呼びかけ、集まって下さった会員の方々と一緒になって長谷川会長、

桂田副会長・総務部長、猪爪美化部長、役員有志が新二子橋下辺から

二子橋下辺までの清掃に参加いたしました。

箱根・大涌谷の地面隆起、警戒レベル２、鹿児島県口永良部島,新岳噴火、続いて小笠原諸島西方沖を震

源とするマグニチュード 8.1 の地震は日本列島を揺らしました。宮前区は震度 4でした。

このような中、花の台自主防災組織（組織長・長谷川大二花の台町内会会長）では、いざという時のため

宮崎台小学校で避難所集会を開催しました。花の台町内会はエリアが広くいくつかの学区にまたがってお

り、宮崎にお住まいの方は宮崎台小学校を避難所とするように指定されて居ります。

町内会の毎年の防災訓練時には便宜上会場の宮前平小学校で避難所開設の訓練もやっております。しかし

「実際の避難所としての宮崎台小学校を自分の目で見てみたい」とのお声もあり、今回このような避難所

集会を開催いたしました。

(単位：円）

２６年度予算 ２６年度決算 ２７年度予算

9,500 ,000 9 ,418 ,400 9 ,500,000

3,800 ,000 4 ,073 ,399 4 ,000,000

500 ,000 495 ,673 500,000

1 ,000 1 ,555 1,500

100 ,000 93 ,500 100,000

13,901 ,000 14 ,082 ,527 14 ,101,500

各 種 募 金 引 当 金 1,900 ,000 1 ,800 ,000 1 ,800,000

防 犯 対 策 費 320 ,000 298 ,654 320,000

連 合 町 内 会 費 440 ,000 428 ,600 430,000

社 会 福 祉 協 議 会 費 100 ,000 67 ,000 67,000

業 務 委 託 費 700 ,000 734 ,950 750,000

総 務 費 計 3,460 ,000 3 ,329 ,204 3 ,367,000

青 少 年 体 育 指 導 費 330 ,000 292 ,985 350,000

子 ど も 会 活 動 費 600 ,000 444 ,544 600,000

花 の 台 ク ラ ブ 助 成費 200 ,000 200 ,000 200,000

青 壮 年 部 助 成 費 100 ,000 100 ,000 100,000

体 育 奨 励 費 400 ,000 375 ,000 400,000

役 員 活 動 補 助 費 785 ,000 770 ,000 770,000

会 館 維 持 費 350 ,000 359 ,549 360,000

防 災 対 策 費 200 ,000 258 ,604 200,000

街 灯 保 守 管 理 費 2,200 ,000 2 ,257 ,329 2 ,200,000

防 犯 事 業 費 250 ,000 288 ,009 250,000

美 化 推 進 費 320 ,000 418 ,999 400,000

福 利 厚 生 費 650 ,000 623 ,817 630,000

会 議 費 450 ,000 363 ,243 350,000

消 耗 品 費 250 ,000 355 ,701 300,000

交 際 費 330 ,000 473 ,997 350,000

広 報 費 350 ,000 287 ,199 300,000

花 の 台 功 労 金 80 ,000 61 ,000 50,000

運 動 会 費 600 ,000 564 ,679 600,000

盆 踊 り 大 会 費 1,400 ,000 1 ,335 ,904 1 ,350,000

神 輿 巡 回 維 持 費 200 ,000 309 ,216 300,000

協 賛 費 400 ,000 377 ,350 350,000

備 品 維 持 費 150 ,000 93 ,063 100,000

備 品 取 得 費 1,000 ,000 571 ,282 500,000

雑 費 75 ,000 70 ,605 100,000

新 町 内 会 館 建 設

特 別 会 計 繰 入
20,000 ,000 20 ,000 ,000 0

予 備 費 100 ,000 0 100,000

事 業 費 計 31,770 ,000 31 ,252 ,075 11 ,210,000

35,230 ,000 34 ,581 ,279 14 ,577,000

▲ 21,329 ,000 ▲ 20 ,498 ,752 ▲ 475,500

28,968 ,366 28 ,968 ,366 8 ,469,614

7,639 ,366 8 ,469 ,614 7 ,994,114

事

　

　

業

　

　

費

支 出 合 計

次 年 度 繰 越 金

決算：平成26年4月1日～平成27年3月31日

予算：平成27年4月1日～平成28年3月31日

支

　

出

　

の

　

部

総

　

務

　

費

当 期 剰 余 金

前 年 度 繰 越 金

平成２６年度収支決算書及び平成２７年度予算書

収

　

入

　

の

　

部

町 内 会 会 費

受 入 助 成 金

雑 収 入

受 取 利 息

会 館 使 用 料

収 入 合 計

科　　　　目

上記のとおり平成26年度の収支決算を報告します。
会長 長谷川大二
会計 金澤 征夫 会計 藤本 正夫

監 査 報 告 書
平成27年4月7日

花の台町内会
会長 長谷川 大二

監査 中田 俊彦
監査 塚本 利男

我々監査は、花の台町内会の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの会計年度の一般会計及
び新町内会館建設特別会計について監査をしました。

監査の結果、両会計とも適正な処理が行われていると認められました。
以上

月 日 曜 内　容 主　催 場　所

定例役員会 町内会 町内会館

5 10 日 定期総会 町内会
JAセレサ川崎

宮崎支店

7 日 第36回多摩川美化活動(荒天6月14日) 川崎市（町内会） 多摩川河川敷

21 日 町内会役員・班長による日帰り研修会 町内会

28 日 公園清掃 町内会 町内会各公園

4 土 ドッヂビー大会 町内会 宮前平小学校

18 土 班長会 町内会
JAセレサ川崎

宮崎支店

25・26 土・日 第3１回納涼盆踊り大会 町内会 宮前平小学校

子ども映画会 青少年指導員会 　〃

子ども会ラジオ体操 子ども会 宮前平小学校他

9 12 土 防災訓練 町内会 宮前平小学校

27 日 第36回市内統一美化活動 町内会 町内各公園

3 土 班長会 町内会
JAセレサ川崎

宮崎支店

11 日 第39回秋季大運動会(荒天10月12日) 町内会 宮前平小学校

3 火 第31回子ども神輿巡行 町内会

28 土 納涼盆踊り大会・秋季大運動会等の協力者慰労会 町内会
JAセレサ川崎

宮崎支店

29 日 公園清掃 町内会 町内会各公園

12 12 土 子どもクリスマス会 子ども会 宮前平小学校

10 土 宮前平小学校祭り(キラ☆どきワールド)協力 町内会全体で協力 宮前平小学校

11 日 新年賀詞交歓会 町内会
JAセレサ川崎

宮崎支店

10 18 日 第34回宮前区民祭 区民祭実行委員会 宮前区役所

1

夏休み

はじめ

下旬

10

平成27年度　花の台町内会　事業(活動)計画

毎月第一日曜

6

7

11

その他に町内会組織の一環として

スポーツ推進委員・青少年指導員会・体育部・子ども会・青壮年部・防犯部・防災部・美化部・

福祉部・交通部・花の台クラブ等が自主的に活動し、また前年度同様今年度も防犯パトロールを

行いますので皆様の参加をお願いいたします。

（第 2・3・5 号議案）

（第４号議案）

（第６号議案）

宮崎台小学校避難所集会    2015 年 5 月 30 日（土）



(5)              花の台（花の台町内会広報紙）第 45号           花の台（花の台町内会広報紙）第 45号               (4)

平成 27 年度 活動計画
花の台町内会事業計画は、地域の皆様方が多く参加出

来できるような計画をたててお待ちしていますので宜

しくお願いいたします。

町会三大行事として「納涼盆踊り大会」「秋季大運動

会」「子ども御輿巡行」を毎年実施していますので家族

揃っての参加をお願いします。

町内会内には、地域の皆様が安心して遊べる様に、「11

箇所の公園」が設置されています。この「公園内の清掃

活動を年三回実施しています。小学校、中学校にも協力

をお願いして実施していますので、大勢の方々の参加を

お願いします。

町内会行事開催にあたり「回覧板」「掲示板」等で

お知らせします。  

（副会長）中澤喜三矩

花の台町内会防犯部（一色瑛二部長）では、毎月３回日曜の夕方、町内をパ

トロールしています。１０数名が火の用心の幟と防犯呼びかけのスピーカーを

先頭に、一団となって進みます。町の美化の一助に路上のタバコの吸い殻、紙

くず、空き缶なども拾っていきます。現在部員は２４名。昨年度は３３日間、

延べ４００名で実施しました。

防犯パトロール隊員募集中

パトロールは徒歩で１時間程度、その後３０分ほど歓談して解散です。

（パトロールのみでも大歓迎）

◎防犯パトロール日程

…すべて日曜日です…

7 月 5 日・12 日・19 日  6 時 30 分から

8 月 2 日・ 9 日・23 日  6 時 00 分から

9 月 6 日・13 日・27 日 5 時 30 分から

◎集合場所は花の台町内会館

◎お申込み

一色防犯部長 TEL 044-888-6453
（防犯部長） 一色瑛二

ここ数年「都心南部直下地震」が想定されていますが 防災への備えについて

・地震！！その時どうしますか

・まずは我が身の安全 ・火の始末 ・玄関ドア、出 口の確保・

避難情報の収集

・地震に強い部屋作り ・家の中に安全な空間を確保する

・住まい周辺の安全チェック ・避難ルートを歩いてみる

・備蓄品、非常持ち出し品 ・３日以上の食料、飲料水 ・ヘルメット ・

軍手、タオル

・簡易トイレ              （防災部長  斎藤 堯）

①「H.P の作成・アップ」町内会からのお知らせや事業・催事の報

告、町内会の自己紹介などなど

②「広報紙制作・発行」会員全戸に配布します。主に町内会の行

事・催事の報告を紙上で行います。

③「掲示板へおしらせ、ポスター等の掲示」町会区域内に１６基

あります。

④「広報車町内巡回」催事の開催当日朝、開催をマイクで知らせ

ながら巡回します。

⑤ その他

只今広報部は部員を募集しております。パソコンを使って記事を

書いたり、H・Pに原稿を UPしたり、チラシ・ポスターを作成し

たり・・・がお好きな方。 町内会館に連絡ください。

（広報部長  小口 直弘）

スポーツ推進委員の活動状況について

ルールを守って安全運転

（交通部長）新井 紀元

美化部の活動は年 3 回の公園清

掃・年１回の多摩川美化活動・町内会

の納涼盆踊り・秋季大運動会・月３回

の防犯パトロールが主な仕事です。具

体的な内容はゴミの回収と分別です。

ゴミは分ければ再び資源となります。

皆様のご協力をお願いします。町内を

パトロールして気が付くことはタバ

コのゴミが多いこと。路上喫煙、ポイ

捨ては条例、法令で禁止されておりま

す。ご注意ください。この町をみんな

の力できれいな、明るい町に致しまし

ょう。私たち美化部も頑張っています

（美化部長）猪爪 豊

青少年指導員の活動内容は青少年の健全育成を目的として 各種イベント（巡

回映画会、青少年作品展、ディスカバーウォークみやまえ、その他）の実施や 関

係諸団体の行事、会議、研究会、シンポジュウムなどに協力参加しています。ま

た定期的な巡回パトロールを行いＰＴＡとのパトロール情報交換会を開催し地

域における情報の 共有化に努め学校やＰＴＡ、関係諸団体の方々と連携して地

域防犯活動に取り組むなどの活動も 行っています。町内会の活動にも参加し、

町内の皆様との交流にも努めるようにしております。青少年指導員を どうぞよ

ろしくお願い致します。         （青少年指導部長 野島 秀行）

町会における盆踊り（太鼓練習も含む）・運動会・お御輿巡行の三大行事の協

力の他に年３回の公園清掃・花の台独自のドッチビー大会・宮前地区・宮前区

女子バレーボール大会・宮前区民祭に於いて体力測定会・スポーツ推進委員会

主催歩こう会・宮前地区ドッチビー大会・宮前平小学校のキラどき祭り協力・

ジュニアフットサル大会等の運営・審判や川崎市主催の川崎国際マラソン・リ

バーサイド駅伝の沿道警備や運営協力の手伝いを行っています。これがスポー

ツ推進委員の年間スケジュールです。

花の台町内会のスポーツ推進委員は北野隆生、中澤喜三矩、安藤美智子、大貫

政之、中尾吉宏，長景子の六名です。      （体育部長 北野隆生）

『安全で安心して暮らせる町』をモットーに

防災部の活動

9 月１２日（土）
宮前平小学校

ご参加お待ちしております

広報部の活動

花の台町内会館 宮前平３－４－１６ 宮崎台ハイツ１F

TEL/FAX 044-767-7502

火曜日、金曜日の午前中は事務取扱しております



  

熱心に討議される参加者

集会は５月 30 日朝、宮崎台小学校図書室で開かれ長谷川組

織長、増本謙太組織長代行の挨拶で始まり、DVD「避難所の

開設・運営」「災害時要援護者の支援」「お年寄りの応急手当」

の放映、続いて川崎市の「自主防災の手引き」「ペットの災

害対策」について長谷川組織長から説明があり、最後は校内

略図を手に避難所はどこか？ペットの避難所は？などと確

認して終了しました。当日の参加者はマンションの防災担当

理事の方、町内会の班長さん、お子様を連れたファミリーの

方々など約 20 名弱でした。

花の台自主防災組織は今後も引き続きこの種の催しを企画

します。皆様の是非のご参加をおすすめ致します。万一の時

の減災のため、みなで知恵を出し合いましょう。

各区から多くの団体が参加し、開会式が開かれました。 清掃後、野本宮前区長と一緒に

我らの少年野球チーム「花の台フラワーズ」メンバー30名も監督、コーチ,父兄と共に参加してくれました。

有難いことです。当日は天候もそれほど暑くなく、ひと汗かいた後は気分爽快でした。

今回参加しなかった方、よろしかったら次回は是非ご参加ください。

青い空と周りのみどりの間を流れる多摩川！そこに身を置くだけで気分は最高！

多摩川は待っています。

新 旧

会長、筆頭副会長（削除）及び監事は総会において選

出する。

会長、筆頭副会長及び監事は総会において選出する。

②
会長補佐、副会長、部長及び会計と自主防災組織長代

行は会長の指名による。

副会長、部長及び会計は会長の指名による。

③

組織長は、それぞれの組織が選出したものを会長が指

名する。

但し自主防災組織長は会長が兼務する。

組織長は、それぞれの組織が選出したものを会長が指

名する。

（役員の職務） 第9条 ③
会長補佐は会長を補佐し、会長に事故あるときは会長

職務を代行する。

筆頭副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは会

長職務を代行する。

班長・副部長・本部付き班長 班　長・委　員

部長並びに組織長は、部等の運営を補佐する副部長

を、自主防災組織においては本部付き班長をその部等

におくことができる。

部長並びに組織長は、部等の運営を補佐する委員を、

その部等におくことができる。

②
部長並びに組織長は、副部長・本部付き班長の氏名と

役割を毎年報告する。

部長並びに組織長は、委員の氏名と役割を毎年報告す

る。

役　       　員

（選出の方法） 第8条

花の台町内会　会則新旧対照表　　　（第3章 機　関）

地区及び事業部等

（地区及び事業部等）

この会は第5条の事業目的達成のために、総務・防

犯・防災・美化・広報・女性・交通・福祉・体育指

導・青少年指導の10部と、地域組織として子ども会・

青壮年部・花の台クラブ（高齢者の会）・自主防災組

織を設置する。

この会は第5条の事業目的達成のために、総務・防

犯・防災・美化・広報・女性・交通・福祉・体育指

導・青少年指導の10部と、地域組織として子ども会・

青壮年部・花の台クラブ（高齢者の会）を設置する。
②第6条

この会に次の役員をおく。

会長1名　副会長11名　会長補佐（役員の兼務）若干

名　自主防災組織長代行1名　部長10名　監事2名

会計2名　組織長４名（青壮年部長・花の台クラブ会

長・子ども会会長・自主防災組織長）

この会に次の役員をおく。

会長1名　筆頭副会長1名（副会長兼務）　副会長11

名　部長10名　監事2名　会計2名　組織長3名（青

壮年部長・花の台クラブ会長・子ども会会長）

　

（役職と員数）
第7条

（委員） 第13条

第1節

第2節

第4節　

(3)              花の台（花の台町内会広報紙）第 45号           花の台（花の台町内会広報紙）第 45号               (6)

平成 26 年 7 月 26 日・27 日

第２号議案 平成 26 年度 収支決算報告

第３号議案 平成 26 年度 会計監査報告

第４号議案 平成 27 年度 事業（活動）計画

第５号議案 平成 27 年度 予算

第６号議案 会則の改訂

第７号議案 役員の変更

川崎市多摩川美化活動は今年で第 37 回目。河川敷をきれいにし、

「みんなの憩いの場所に！」と６月７日（日）朝９時から市民有志が

多摩川河川敷に集合して行われました。河川敷の空きカン、空きビン、

紙くずの収集です

私たち花の台町内会も地域にポスター、回覧などでこの活動へ参加を

呼びかけ、集まって下さった会員の方々と一緒になって長谷川会長、

桂田副会長・総務部長、猪爪美化部長、役員有志が新二子橋下辺から

二子橋下辺までの清掃に参加いたしました。

箱根・大涌谷の地面隆起、警戒レベル２、鹿児島県口永良部島,新岳噴火、続いて小笠原諸島西方沖を震

源とするマグニチュード 8.1 の地震は日本列島を揺らしました。宮前区は震度 4でした。

このような中、花の台自主防災組織（組織長・長谷川大二花の台町内会会長）では、いざという時のため

宮崎台小学校で避難所集会を開催しました。花の台町内会はエリアが広くいくつかの学区にまたがってお

り、宮崎にお住まいの方は宮崎台小学校を避難所とするように指定されて居ります。

町内会の毎年の防災訓練時には便宜上会場の宮前平小学校で避難所開設の訓練もやっております。しかし

「実際の避難所としての宮崎台小学校を自分の目で見てみたい」とのお声もあり、今回このような避難所

集会を開催いたしました。

(単位：円）

２６年度予算 ２６年度決算 ２７年度予算

9,500 ,000 9 ,418 ,400 9 ,500,000

3,800 ,000 4 ,073 ,399 4 ,000,000

500 ,000 495 ,673 500,000

1 ,000 1 ,555 1,500

100 ,000 93 ,500 100,000

13,901 ,000 14 ,082 ,527 14 ,101,500

各 種 募 金 引 当 金 1,900 ,000 1 ,800 ,000 1 ,800,000

防 犯 対 策 費 320 ,000 298 ,654 320,000

連 合 町 内 会 費 440 ,000 428 ,600 430,000

社 会 福 祉 協 議 会 費 100 ,000 67 ,000 67,000

業 務 委 託 費 700 ,000 734 ,950 750,000

総 務 費 計 3,460 ,000 3 ,329 ,204 3 ,367,000

青 少 年 体 育 指 導 費 330 ,000 292 ,985 350,000

子 ど も 会 活 動 費 600 ,000 444 ,544 600,000

花 の 台 ク ラ ブ 助 成費 200 ,000 200 ,000 200,000

青 壮 年 部 助 成 費 100 ,000 100 ,000 100,000

体 育 奨 励 費 400 ,000 375 ,000 400,000

役 員 活 動 補 助 費 785 ,000 770 ,000 770,000

会 館 維 持 費 350 ,000 359 ,549 360,000

防 災 対 策 費 200 ,000 258 ,604 200,000

街 灯 保 守 管 理 費 2,200 ,000 2 ,257 ,329 2 ,200,000

防 犯 事 業 費 250 ,000 288 ,009 250,000

美 化 推 進 費 320 ,000 418 ,999 400,000

福 利 厚 生 費 650 ,000 623 ,817 630,000

会 議 費 450 ,000 363 ,243 350,000

消 耗 品 費 250 ,000 355 ,701 300,000

交 際 費 330 ,000 473 ,997 350,000

広 報 費 350 ,000 287 ,199 300,000

花 の 台 功 労 金 80 ,000 61 ,000 50,000

運 動 会 費 600 ,000 564 ,679 600,000

盆 踊 り 大 会 費 1,400 ,000 1 ,335 ,904 1 ,350,000

神 輿 巡 回 維 持 費 200 ,000 309 ,216 300,000

協 賛 費 400 ,000 377 ,350 350,000

備 品 維 持 費 150 ,000 93 ,063 100,000

備 品 取 得 費 1,000 ,000 571 ,282 500,000

雑 費 75 ,000 70 ,605 100,000

新 町 内 会 館 建 設

特 別 会 計 繰 入
20,000 ,000 20 ,000 ,000 0

予 備 費 100 ,000 0 100,000

事 業 費 計 31,770 ,000 31 ,252 ,075 11 ,210,000

35,230 ,000 34 ,581 ,279 14 ,577,000

▲ 21,329 ,000 ▲ 20 ,498 ,752 ▲ 475,500

28,968 ,366 28 ,968 ,366 8 ,469,614

7,639 ,366 8 ,469 ,614 7 ,994,114

事

　

　

業

　

　

費

支 出 合 計

次 年 度 繰 越 金

決算：平成26年4月1日～平成27年3月31日

予算：平成27年4月1日～平成28年3月31日

支

　

出

　

の

　

部

総

　

務

　

費

当 期 剰 余 金

前 年 度 繰 越 金

平成２６年度収支決算書及び平成２７年度予算書

収

　

入

　

の

　

部

町 内 会 会 費

受 入 助 成 金

雑 収 入

受 取 利 息

会 館 使 用 料

収 入 合 計

科　　　　目

上記のとおり平成26年度の収支決算を報告します。
会長 長谷川大二
会計 金澤 征夫 会計 藤本 正夫

監 査 報 告 書
平成27年4月7日

花の台町内会
会長 長谷川 大二

監査 中田 俊彦
監査 塚本 利男

我々監査は、花の台町内会の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの会計年度の一般会計及
び新町内会館建設特別会計について監査をしました。

監査の結果、両会計とも適正な処理が行われていると認められました。
以上

月 日 曜 内　容 主　催 場　所

定例役員会 町内会 町内会館

5 10 日 定期総会 町内会
JAセレサ川崎

宮崎支店

7 日 第36回多摩川美化活動(荒天6月14日) 川崎市（町内会） 多摩川河川敷

21 日 町内会役員・班長による日帰り研修会 町内会

28 日 公園清掃 町内会 町内会各公園

4 土 ドッヂビー大会 町内会 宮前平小学校

18 土 班長会 町内会
JAセレサ川崎

宮崎支店

25・26 土・日 第3１回納涼盆踊り大会 町内会 宮前平小学校

子ども映画会 青少年指導員会 　〃

子ども会ラジオ体操 子ども会 宮前平小学校他

9 12 土 防災訓練 町内会 宮前平小学校

27 日 第36回市内統一美化活動 町内会 町内各公園

3 土 班長会 町内会
JAセレサ川崎

宮崎支店

11 日 第39回秋季大運動会(荒天10月12日) 町内会 宮前平小学校

3 火 第31回子ども神輿巡行 町内会

28 土 納涼盆踊り大会・秋季大運動会等の協力者慰労会 町内会
JAセレサ川崎

宮崎支店

29 日 公園清掃 町内会 町内会各公園

12 12 土 子どもクリスマス会 子ども会 宮前平小学校

10 土 宮前平小学校祭り(キラ☆どきワールド)協力 町内会全体で協力 宮前平小学校

11 日 新年賀詞交歓会 町内会
JAセレサ川崎

宮崎支店

10 18 日 第34回宮前区民祭 区民祭実行委員会 宮前区役所

1

夏休み

はじめ

下旬

10

平成27年度　花の台町内会　事業(活動)計画

毎月第一日曜

6

7

11

その他に町内会組織の一環として

スポーツ推進委員・青少年指導員会・体育部・子ども会・青壮年部・防犯部・防災部・美化部・

福祉部・交通部・花の台クラブ等が自主的に活動し、また前年度同様今年度も防犯パトロールを

行いますので皆様の参加をお願いいたします。

（第 2・3・5 号議案）

（第４号議案）

（第６号議案）

宮崎台小学校避難所集会    2015 年 5 月 30 日（土）



氏　　名 電話番号

町内会会長 長谷川大二 ８５２－３３７５

顧　　　問 齊藤　喜信 ８５４－１３２１

顧　　　問 藤本　正夫 ８５５－６９０２

副　会　長 ☆ 中澤喜三矩 ８５３－０７３８

副　会　長 新井　紀元 ８５５－０５７７

副　会　長 ☆ 桂田　　實 ８７７－０８５０

副　会　長 ☆ 菅谷　 雅生 ８５４－８０８９

副　会　長 ☆ 斎藤　　博 ８８８－５０８７

副　会　長 宇野三喜男 ８５４－８８５７

副　会　長 田村　勝義 ８７７－８６７８

副　会　長 一色　瑛二 ８８８－６４５３

副　会　長 谷村　幸愛 ８６６－８２８５

副　会　長 ☆ 小口　直弘 ８８８－２０１８

副　会　長 針生　　久 ８５２－３９３６

氏　　名 電話番号 氏　　名 電話番号

総務部長 桂田　　實 ８７７－０８５０ 中田　俊彦 ８６６－６３９０

防犯部長 一色　瑛二 ８８８－６４５３ 塚本　利男 ８７７－２８６０

防災部長 斎藤　　堯 ８５３－１２６２ 金澤　征夫 ８５４－６５９８

美化部長 猪爪　　豊 ８６１－５０５３ 増田　美和 ８７０－８５４３

広報部長 小口　直弘 ８８８－２０１８ 鈴木　俊夫 ８５５－０８８６

体育指導部長 ☆ 北野　隆生 ８５３－２６５６ 名古屋慎吾 ８７７－３０４５

青少年指導部長 野島　秀行 ８６５－６４９７ 増本　謙太 ８５２－１４２７

女性部長 空　　　席

交通部長 新井　紀元 ８５５－０５７７

福祉部長 ☆ 安藤　和男 ８７７－３００４

青壮年部長

花の台ｸﾗﾌﾞ会長

自主防災組織長代行

☆の方は、会長補佐の役職も兼ねています。

宮前平二丁目８．９．１０．１１．１２．１３．１６．１７．１８．１９．２０

宮崎五丁目１．１４　宮崎六丁目１

宮前平二丁目１．２．３．４．５．６．７．１５

役　　職 役　　職

監　　事

監　　事

会　　計

子ども会会長

第９地区

第１０地区

第１１地区

宮崎一丁目７．８．９．１０．１３の一部

宮崎一丁目３．４．５．６．１１．１２．１３の一部

宮崎二丁目１０．１１．１２．１３

第６地区

第７地区

第８地区

宮前平一丁目１．２．3の一部．９

宮前平一丁目４．５．６．７．８．９の一部.１０

宮崎二丁目３．４．５．６．７．８．９　宮崎三丁目１３

第３地区

第４地区

第５地区

宮前平三丁目２．３．４．５．６．１２．１３．１４

宮前平三丁目１．７．８．９．１０．１１

第１地区

第２地区

平成2７年度　花の台町内会役員名簿

役　　職 担　当　地　区

民生・児童委員、交通安全母の会会員、防犯連絡協議会会員、自主防災組織、美化推進委員、路上違反

広告物除却推進協力員、廃棄物減量指導員、区社会福祉協議会、スポーツ推進委員、青少年指導員、婦

人消防隊、防災推進員,小中学校教育推進会議委員の方々も活躍されております。

自
主
防
災
組
織
長
代
行
に

就
任
さ
れ
た

増
本

謙
太

氏

第
９
地
区
担
当
副
会
長
に

就
任
さ
れ
た

谷
村

幸
愛

氏

(7)              花の台（花の台町内会広報紙）第 44号            花の台（花の台町内会広報紙）第 45号                (2)

平
成
26
年
度
末
で
退
任
の
田
邊
国
治
副

会
長
、
押
山
二
男
総
務
部
長
の
お
二
方
に

感
謝
状
を
会
長
よ
り
差
し
上
げ
ま
し
た
。

お
二
人
共
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、
町
内
会
の

表
彰
状
の
贈
呈
で
は
田
島
樹
春
さ
ん

（
宮
前
平
中
学
校
）
と
中
田
拓
未
さ
ん
（
宮

前
平
小
学
校
）
の
お
二
人
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

受
賞
理
由
は
田
島
樹
春
さ
ん
「
絵
画
な
ど

の
作
品
づ
く
り
に
意
欲
的
に
取
り
組
み
、

昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
宮
前
区
青
少
年

作
品
展
で
、
ち
ぎ
り
絵
で
東
京
新
聞
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
区
こ
ど
も

会
連
合
会
の
作
品
展
に
も
出
展
し
て
い
ま

す
。
毎
年
作
品
展
に
出
展
し
、
そ
の
素
晴

ら
し
い
作
品
は
高
い
評
価
を
得
て
お
り
ま

す
。中

田
拓
未
さ
ん
「
子
ど
も
会
の
各
行
事

欲
的
に
参
加
し
、
さ
ら
に
行
事
の
手
伝
い

に
と
て
も
頑
張
り
ま
し
た
。
特
に
ラ
ジ
オ

体
操
は
毎
日
休
む
こ
と
な
く
参
加
し
、
最

後
ま
で
手
伝
い
も
し
て
く
れ
た
お
か
げ

で
、
全
体
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」

お
二
人
共
よ
か
っ
た
で
す
ね
！
受
賞
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
二
人
共
、
第
64
回
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
で
模
範
的
青
少
年
と
し
て
表
彰

を
受
け
て
い
ま
す
。

役
員
の
変
更

役
員
の
変
更
は
次
の
通
り
で
す
。
副
会
長

（
第
九
地
区
担
当
）
は
田
邊
国
治
氏
の
辞

任
に
伴
い
後
任
に
谷
村
幸
愛
氏
が
就
任
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
総
務
部
長
は
押
山
ニ
男

氏
が
辞
任
さ
れ
た
後
任
に
桂
田
實
（
現
防

犯
部
長
）
氏
が
、
そ
の
後
任
の
防
犯
部
長

に
は
一
色
瑛
二
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
新
た
に
自
主
防
災
組
織
長
代
行

に
増
本
謙
太
氏
が
指
名
就
任
さ
れ
ま
し

た
。

今
回
の
会
則
改
正
で
新
設
さ
れ
た
会
長
補

佐
に
中
澤
喜
三
矩
氏
，
桂
田
實
、
菅
谷
雅

生
、
斉
藤
博
，
小
口
直
弘
，
北
野
隆
生
、

安
藤
和
男
の
七
氏
が
現
職
の
ま
ま
重
任
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

健
全
な
青
少
年
を

表
彰

退
任
役
員
に感

謝
状
の
贈
呈

多
岐
に
わ
た
る
仕
事
を
横
断
的
に
こ
な
し

て
や
っ
て
頂
い
た
こ
と
、
み
な
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

花の台町内会 クラブ活動・活動団体

連絡先…部長 渡辺緑
☎ ８５４－２５９０

花の台ダンス部
（社交ダンス）

ママさんソフトボール部
（ソフトボール）

活動場所…宮前平小学校

活動日…毎週土曜日 12 時～14 時

連絡先…藤 井（☎ 855-0121）

名古屋（☎ 877-2661）

お問合せ・入部申し込みは

部長 鈴木 ☎ 855-0886

総務 押山 ☎ 866-5570

スカイフラワーズ
（青壮年ソフトボール）

ホームページ
http://h-wings.sakura.ne.jp

ウイングス
（少女ソフトボール）

連絡先…部長兼監督 酒井
℡ ０８０－４８１７－０２４７

スターフラワーズ
（青壮年野球）

フラワーズ
（少年野球）

連絡先 北澤秀樹
(Mail)  

p_kitazawa@hananodaiflowers.com

（第７号議案）
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平
成
27
年
度
花
の
台
町
内
会
総
会
が
５

月
10
日
（
日
）
午
前
Ｊ
Ａ
セ
レ
サ
川
崎
・

宮
崎
支
店
大
会
議
室
に
て
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
出
席
者
は
役
員
、
班
長
計
約
80
名
。

新
総
務
部
長
の
桂
田
實
氏
の
進
行
で
長
谷

川
大
二
会
長
挨
拶
（
別
掲
）
の
後
、
議
長

に
斉
藤
季
寿
氏
，
書
記
に
菅
谷
雅
生
氏
を

選
出
、
指
名
し
会
則
に
則
り
大
会
の
成
立

（
出
席
者
・
委
任
状
数
等
）
を
確
認
し
、

議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

先
ず
、
各
担
当
部
長
に
よ
る
「
平
成
26
年

27
年
度
に
あ
た
っ
て

花
の
台
町
内
会
会
長

長
谷
川
大
二

度
事
業
活
動
報
告
」
、
会
計
金
沢
征
夫
氏
の

「
収
支
決
算
報
告
、
資
産
及
び
備
品
説
明
」

監
事
塚
本
利
夫
氏
の
「
会
計
監
査
報
告
」

が
審
議
さ
れ
、
こ
れ
ら
三
議
案
は
一
括
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
「
新
年
度
事
業
計
画(

案
）
」
、
「
同

収
支
予
算
（
案
）
」
が
審
議
さ
れ
、
原
案
通

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

新
年
度
収
入
は
約
１
４
１
０
万
円
、
支
出

は
約
１
４
５
０
万
円
余
と
な
る
予
定
。

こ
の
あ
と
「
会
則
の
改
正(

案
）
」「
役
員

の
変
更(

案
）
」
が
審
議
さ
れ
何
れ
も
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
議
の
後
、
新
役
員
の
紹
介
、
退
任

役
員
へ
感
謝
状
、
模
範
的
青
少
年
の
表
彰

状
贈
呈
が
会
長
よ
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
20

人
の
訃
報
が
町
内
会
に
届
き
ま

し
た
。

で
し
ょ
う
。
盆
踊
り
の
会
場
警
備
や
ゴ
ミ

拾
い
、
防
災
訓
練
の
各
コ
ー
ナ
ー
誘
導
、

運
動
会
の
道
具
運
び
や
場
内
整
備
、
お
神

輿
巡
行
の
際
は
交
通
整
理
。
こ
の
新
聞
の

編
集
や
町
内
下
記
ポ
ス
タ
ー
や
回
覧
板
の

見
出
し
割
り
付
け
。
あ
る
い
は
読
ま
せ
る
、

見
せ
る
工
夫
。
町
内
危
険
個
所
の
マ
ッ
プ

作
り
や
町
の
話
題
取
材
な
ど
。
デ
ジ
カ
メ

や
パ
ソ
コ
ン
が
得
意
な
方
に
は
町
内
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
頼
み
た
く
思
い
ま

す
。町

で
顔
見
知
り
と
す
れ
違
い
、
と
も
に

暮
ら
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
非
常
時
の
助

け
合
い
、
歩
行
困
難
な
方
の
支
援
。
み
ん

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
で
き
る
こ
と
だ

け
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町
内
会
の
事
務
所
に
は
火
曜
日
と
金
曜
日

の
午
前
中
、
会
長
以
下
役
員
が
詰
め
て
い

ま
す
。
お
茶
は
出
ま
せ
ん
が
、
た
ま
に
は

お
出
か
け
下
さ
い
。

尻
手
黒
川
道
路(

旧
軍
用
道
路
で
宮
﨑
中
学

校
周
辺
に
は
昭
和
18
年
頃
、
旧
陸
軍
62
部

隊
が
駐
屯
し
、
兵
隊
さ
ん
た
ち
が
國
學
院
大

學
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
校
舎
跡
に
あ
っ
た
射
撃
訓

練
場
に
通
っ
た
道
と
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
）

を
越
え,

大
山
街
道
に
お
け
る
険
し
い
坂
道

の
一
つ
と
も
言
わ
れ
る
小
台
坂
を
上
が
り
ま

す
。
当
時
は
10
軒
ば
か
り
の
店
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
上
が
り
き
っ
た
所
に
桜
の
名
所
と

し
て
有
名
な
小
台
公
園
で
一
息
つ
き
、
そ
の

先
に
進
む
と
左
側
の
草
む
ら
の
中
に
高
山
の

四
等
三
角
点
（
川
崎
市
内
に
は
33
の
三
角
点

が
あ
り
ま
す
）
が
あ
り
ま
す
。
鷺
沼
駅
前
交

差
点
か
ら
み
ず
ほ
銀
行
の
脇
か
ら
八
幡
坂
を

下
り
ま
す
。
途
中
に
エ
ガ
レ
ッ
タ
白
楽
と
云

う
マ
ン
シ
ョ
ン
が
左
側
に
建
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
、
街
道
の
馬
医
者
（
伯
楽
）
が
開

業
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
の
馬
医
者
は
有

名
で
、
馬
患
者
は
厚
木
や
八
王
子
か
ら
や
っ

て
来
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
町
田
へ
往
診

に
行
っ
た
り
、
皇
族
方
の
馬
の
往
診
の
た
め

刀
を
二
本
差
し
て
行
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

27
年
度
の
町
内
会
総
会
も
終
了
し
、
事

業
計
画
と
予
算
が
決
定
さ
れ
、
平
成
27
年

度
の
町
内
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私
も
町

会
長
6
年
目
を
迎
え
、
疲
れ
も
見
え
て
き

ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
1
年
を
全
う
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
町
会
会

員
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
が
必
要

で
、
会
へ
の
積
極
的
ご
参
加
を
望
む
次
第

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
町
内
会
へ

の
加
入
は
町
内
会
の
情
報
伝
達
の
不
達
率

が
高
い
こ
と
も
あ
り
、
横
ば
い
も
し
く
は

低
下
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
宮
前
区
あ
る
い
は
川
崎
市
全

体
の
町
内
会
に
も
言
え
る
こ
と
で
、
昨
年

度
は
市
議
会
で
町
内
会
支
援
の
条
例
が
可

決
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
り
ま
す
。
と
は
申
せ
、

情
報
の
伝
達
は
大
変
難
儀
な
こ
と
で
、
目

を
引
く
算
段
や
伝
達
内
容
の
検
討
等
に
も

皆
様
の
お
力
を
お
貸
し
い
た
だ
き
た
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
花
の
台
一
帯
の
人
口

は
約
2
万
人
、
世
帯
数
に
し
て
概
ね
9
千

世
帯
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
良
好
な
住
宅
地

に
終
の
棲
家
を
お
求
め
に
な
っ
た
方
々
、

顔
が
見
え
る
町
に
な
っ
た
ら
よ
い
と
思
い

ま
せ
ん
か
？
子
供
の
う
ち
か
ら
そ
れ
に
馴

染
み
、
年
老
い
て
そ
れ
に
ゆ
だ
ね
る
。
町

内
会
は
み
な
さ
ま
の
お
手
伝
い
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

活
動
は
「
ブ
カ
ツ
」
か
ら
。
町
内
会
が

支
援
し
て
い
る
部
は
老
人
会
子
ど
も
会
は

じ
め
各
種
ス
ポ
ー
ツ
や
囲
碁
同
好
会
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
子
ど
も
会
の

花
の
台
フ
ラ
ワ
ー
ズ
、
花
の
台
ウ
ィ
ン
グ

ス
。
大
人
は
青
壮
年
（
老
年
）
の
野
球
、

ソ
フ
ト
。
社
交
ダ
ン
ス
も
ど
う
ぞ
。
自
分

で
プ
レ
イ
す
る
ほ
か
、
チ
ー
ム
の
運
営
、

コ
ー
チ
、
玉
拾
い
も
あ
り
で
す
。

町
内
会
の
行
事
の
お
手
伝
い
は
い
か
が

町
内
会
総
会

あ
ん
な
話こ

ん
な
話

ち
ょ
っ
と

い
い
は
な
し

宮
前
区
内
の
大
山
街
道
は
、
歴
史
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
見
る
と
、
北
東
方
面
か
ら
南
西
方
面

に
斜
め
に
通
っ
て
い
ま
す
。
正
式
名
は
矢
倉

沢
往
還
と
言
っ
て
江
戸
時
代
に
整
備
さ
れ
た

街
道
で
江
戸
城
の
赤
坂
御
門
を
起
点
に
し

て
、
大
山
の
麓
の
伊
勢
原
を
通
り
足
柄
峠
（
矢

倉
沢
）
を
経
て
沼
津
に
至
る
街
道
で
、
大
山

へ
の
参
詣
道
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
大
山
街

道
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

東
海
道
の
脇
往
還
と
し
て
も
機
能
し
て
い
ま

し
た
。

当
時
、
大
山
へ
向
か
う
道
は
、
22
～
23
本

あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
青
山
通
り
と
称

し
、
私
た
ち
の
町
中
を
通
っ
て
い
ま
す
。

宝
暦
年
間(

１
７
５
１
～
６
３
）
か
ら
大
山

詣
り
は
最
盛
期
と
な
り
、
年
間
20
万
人
余
り

の
参
詣
者
が
通
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
山

開
き
は
、
毎
年
７
月
26
日
か
ら
８
月
27
日

の
わ
ず
か
一
ヶ
月
間
で
す
か
ら
、
街
道
の
賑

わ
い
ぶ
り
は
相
当
な
も
の
で
し
た
。

江
戸
を
出
発
し
て
，
二
子
宿
・
溝
口
宿
を

通
り
女
性
は
荏
田
宿
に
泊
ま
り
、
男
性
は
長

津
田
宿
ま
で
歩
い
て
行
っ
た
そ
う
で
す
。
従

っ
て
、
私
た
ち
の
大
山
街
道
に
そ
の
遺
構
は

残
っ
て
い
ま
せ
ん
が,

敢
え
て
そ
の
ル
ー
ト

か
ら
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

梶
が
谷
駅
付
近
か
ら
宮
崎
団
地
交
差
点

（
こ
の
付
近
に
今
秋
開
業
予
定
の

J
A

セ
レ

サ
川
崎
が
経
営
す
る
セ
レ
サ
モ
ス
宮
前
店
が

建
築
中
）
か
ら
庚
申
坂
（
大
山
詣
り
の
人
た

ち
が
こ
の
坂
の
近
く
に
あ
っ
た
庚
申
堂
に
道

中
に
立
ち
寄
り
、
安
全
を
祈
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
）
を
下
り
、
宮
崎
台
駅
の
裏
を
通

り,

花
の
台
地
区
か
ら
八
幡
坂
を
下
り
ま
す
。

宮
前
平
駅
前
に
は
八
幡
神
社
が
あ
り
、
こ
こ

に
は
庚
申
塔
型
の
大
山
道
標
が
置
か
れ
て
い

ま
す
。
往
時
の
面
影
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

国
道
２
４
６
号
に
出
る
と
少
し
先
に
阿

弥
陀
堂
が
現
在
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
有
馬

川
の
流
れ
が
目
に
入
り
ま
す
。
同
川
の
源
流

域
は
鷺
沼
４
丁
目
に
所
在
す
る
日
本
精
工
グ

ラ
ン
ド
内
の
湧
水
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
鷺

沼
２
丁
目
交
差
点
を
渡
る
と
左
側
に
八
百
国

商
店
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
が
目
に
入
り
ま

す
。
こ
こ
に
は
、
同
商
店
経
営
の
立
場
茶
屋

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
先
に
は
、
持
田

春
吉
氏
（
川
崎
考
古
学
研
究
所
長
）
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
た
大
山
街
道
の
説
明
板
（
当
時

の
大
山
街
道
の
賑
わ
い
ぶ
り
が
細
か
く
記
さ

『
わ
が
ま
ち
の
大
山
街
道
』

宮
前
区
観
光
協
会
理
事

三
谷
益
己
氏

私
た
ち
が
こ
の
土
地
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一

部
の
人
た
ち
を
除
い
て
ご
く
最
近
の
こ
と
。
殆
ど
が
田

園
都
市
線
開
通
後
の
住
民
、
い
わ
ば
新
住
民
で
す
。
そ

こ
で
長
谷
川
会
長
の
永
年
の
知
己
で
土
地
の
歴
史
に

お
詳
し
い
三
谷
益
己
氏
に
総
会
当
日
、
ご
講
演
を
お
願

い
致
し
ま
し
た
。
下
記
は
ご
講
演
後
特
に
お
願
い
し
て

ご
寄
稿
頂
い
た
も
の
で
す
。
（
広
報
部
）

れ
て
い
ま
す
）
と,

笠
付
き
角
造
り
の
馬
頭
観

音
堂

(

写
真
掲
載)

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

上
が
る
と
、
南
東
方
向
に
大
山
街
道
を
進
み
、

そ
の
斜
め
に
街
道
に
接
し
て
一
軒
の
家
が
建

っ
て
い
ま
す
。
当
時
の
雰
囲
気
を
感
じ
ま
す
。

有
馬
さ
く
ら
公
園
前
か
ら
進
む
と
尾
根
道

（
峯
道
）
に
入
り
、
皆
川
園
（
造
園
）
が
や

っ
て
い
た
立
場
茶
屋
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
こ
は
横
浜
市
都
筑
区
に
な
り
ま
す
。

遺
構
と
し
て
際
立
っ
た
も
の
は
残
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
わ
が
ま
ち
の
大
山
街
道
を
歩

く
た
め
目
印
を
記
し
ま
し
た
の
で
、
宮
前
区

発
行
の
歴
史
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

注:
(

会
場
に

て
配
布)

を
片
手
に
歩
い
て
見
て
く
だ
さ
い
。

来
年
は
、
大
山
街
道
の
起
点
で
あ
る
赤
坂

御
門
を
出
発
し
、
全
８
回
で
大
山
山
頂
（
上

社
）
ま
で
の
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
久
し
ぶ

り
に
開
催
し
ま
す
の
で
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

ご講演中の三谷氏

総会風景

総会で挨拶する

長谷川会長

笠
付
き
角
造
り
の
馬
頭
観
音
堂

あ
ん
な
話

こ
ん
な
話

ち
ょ
っ
と

い
い
は
な
し

募
集
中

町
内
会
館
ま
で
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